〔様式１〕令和６年度初任者校内研修計画書兼報告書【支援学校】
	学校番号
	○○○○
	学校名
	大阪府立　○○○○支援学校
	対象教員
	名前
	○○　○○
	学部・教科
	○学部　・　○○

	第１回提出日
	　　　　○月　　　○日
	第２回提出日
	　　　　○月　　　○日
	第３回提出日
	　　　　　　　　○月　　　○日



１　初任者育成のための記録
	●初任者育成のための校内体制等の方針（４月記入）

	・教頭、指導教諭、首席、指導教員を中心とした「○○委員会」（校内委員会）を組織して、計画的な校内研修を企画・実施し、初任者及び教職経験の少ない教職員の資質の向上を図る。
また、「○○委員会」は初任者等を指導する指導教員等の指導力を高めるための研修等も実施し、ミドルリーダーの育成を図る。
・授業づくりでは、研究授業を年３回実施し、指導案の検討を中心とした事前指導、討議会を中心とした事後指導を充実し、一人ひとりの授業力向上をめざす。
・ミドルリーダーを中心に、初任者等育成のためのメンターチームを組織し、初任者の日々の業務遂行に当たって支援を行う。

	各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引p.16」参照』を参考に記入）

	①計画（４月記入）
	②振り返り（８月記入）
	③振り返り（２月記入）

	●対象教員（初任者）に対する具体的取組み
	●成果と課題
	●成果と課題

	■本校における教育方針と学校教育計画を理解する。
■学校教育計画及び学校経営計画を踏まえた「めざすべき教員像」を明らかにするとともに、自らの特性をよく知り、教員としての「強み」を育てる。
■学級担任の学級経営や担任業務、分掌長や学年主任の日常の業務をよく観察する。
■２年学年団として、学年主任の指示を受けて、学年経営や学級経営に取組む。
■教務部員として、本校の教育課程の運営業務や入学相談業務等の理解を深め、実践する力を身に付ける。
■授業づくりにおいては、「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」を踏まえた、授業を展開する。
■先輩教員が行う授業の観察、指導教員による授業参観、研究授業等の取組みから、授業改善を日々行う態度を身に付ける。
	■授業づくりでは、指導教員や経験豊富な教職員に授業参観指導を受けるなど、授業のスキルアップへの努力がうかがえる。
■子ども理解では、「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」の作成を行うとともに、障がいの特性をより理解するための研修を受け、子ども理解につなげている。
■教務部では、時間割調整を担当の一人として行っている。
■また、校外学習等の学校行事では、自ら運営・準備に関わろうとする積極的な姿勢がうかがえた。
	■授業づくりでは、校外研修と校内研修で得た知見やアドバイス、授業アンケートの結果等を参考にして、子どもの学習環境を整え、子ども主体の「わかる・できる授業」を追究している。
■３回めの研究授業では、子どもに分かる指示の出し方、学習課題の提示の仕方に改善がみられ、子どもが楽しく学習に取り組んでいるのが印象的であった。
■教務部では、丁寧な入学相談業務を行った。また、業務にかかる事務的な作業も正確に遂行する様子が見受けられた。

	
	●今後の取組み
	●今後初任者に期待すること

	
	■授業づくりでは、広く関係図書に資料を求めたり、子どもの実態に応じて手作り教材を作成したりするなど、教材研究を深めることができるよう指導する。
■子ども理解では、子どもの実態把握をより深く行うため、子どもの行動観察や行動分析の方法を学ぶ。
■教務部では、今後入学相談業務が予定されるため、円滑に相談業務が行えるよう計画的に支援する。
■また、日々の教育活動の中でわからないことや疑問に感じることを先輩教員に相談できるような関係づくりを心がける。
	■子ども主体の授業づくりに取り組むに当たって工夫した点や課題ついて整理し、他の教員と共通理解を図りながら、指導改善につなげていってほしい。
■目標に対する子どもの学習状況の評価を集積しながら、学習活動の設定や指導・支援の工夫をするなど、指導と評価の一体化を意識した授業づくりに努めてほしい。
■実態把握を行う際は、課題だけに着目せず、得意なところや強みであるところなど、子どものよさにも着目し、それを活かした指導・支援の在り方について考えられるようになってほしい。


２　研究授業について（第３回提出時までに記入）
	①実施日時
令和６年10月11日（金）　第３限
②学年（年次）・教科・科目等
中学部　第１学年　・　数学科
③単元名
「かけ算」
④研究授業のねらい
・学習指導要領に示されている指導目標を踏まえ、子どもの実態に応じた単元の目標、本時の目標を設定することができる。
・子どもの実態に応じた支援や配慮がなされている。
・発言の仕方や聞き方などの授業のルールを確立したうえで、子どもが活発に活動する授業を展開する。
・授業後に、次の授業へ向けての改善策を立てることができる。
	事前指導
	■特別支援学校学習指導要領解説 各教科編（小学部・中学部）、特別支援学校 小学部・中学部 学習評価参考資料 を読み、目標と指導内容と評価について確認した。
■初任者研修の手引を使い、学習指導案を作成する意義や作成に必要な事項について学習した。
■子ども一人ひとりの「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」を確認し、本時の目標と指導内容との関係性を検討した。
■経験の少ない教員を交え、模擬授業を実施し、予想される子どもの反応や板書計画について検討した。

	
	事後指導
（研究協議を含む）
	■研究授業後の討議会の前に、授業の振り返り方（討議のポイント）についての指導を行った。
■討議会に参加した教職員からの助言
　＊聞き取りやすく、声の大きさも適切であったが、板書しながら指示する場面があった。子どもの活動はひとつ
     （例えば「書く」なら「書く」のみ）にするほうが良い。
　＊目標設定は具体的でよかったが、さらにスモールステップで考えると良い。
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〔様式１〕 令和６年度 初任者校内 研修 計画書兼報告書【 支援 学校】  

学校番号  ○○○○  学校名  大阪府立   ○○○○支援学校  対象教員  名前  ○○   ○○  学部・教科  ○学部   ・   ○○  

第１回 提出 日       ○ 月     ○ 日  第２回 提出 日       ○ 月     ○ 日  第３回 提出 日            ○ 月     ○ 日  

  １   初任者育成のための 記録  

●初任者育成のための校内体制等の方針 （４月記入）  

・教頭、指導教諭、首席、指導教員を中心とした「○○委員会」（校内委員会）を組織して、計画的な校内研修を企画・実施し、初任者及び教職経験の少ない教職員の資質の向上を図る。   また、「○○委員会」は初任者等を指導する指導教員等の指導力を高めるための研修等も実施し、ミドルリーダーの育成を図る。   ・授業づくりでは、研究授業を年３回実施し、指導案の検討を中心とした事前指導、討議会を中心とした事後指導を充実し、一人ひとりの授業力向上をめざす。   ・ミドルリーダーを中心に、初任者等育成のためのメンターチームを組織し、初任者の日々の業務遂行に当たって支援を行う。  

各期における成果と課題（対象教員の作成した『マイポートフォリオ（様式見本「初任者・新規採用者研修の手引 p.16 」参照』を参考に記入）  

①計画（４月記入）  ②振り返り（８月記入）  ③振り返り（２月記入）  

●対象教員（初任者）に対する 具体的取組み  ●成果と課題  ●成果と課題  

■本校における教育方針と学校教育計画を理解する。   ■学校教育計画及び学校経営計画を踏まえた「めざすべき教 員 像」を明らかにするとともに、自らの特性をよく知り、教員とし ての「強み」を育てる。   ■学級担任の学級経営や担任業務、分掌長や学年主任の日 常の業務をよく観察する。   ■２年学年団として、学年主任の指示を受けて、学年経営や学 級経営に 取組む 。   ■教務部員として、本校の教育課程の運営業務や入学相談業 務等の理解を深め、実践する力を 身に 付ける。   ■ 授業づくりにおいては、「個別の教育支援計画」 、 「個別の指 導計画」を踏まえた、授業を展開する。   ■先輩教員が行う授業の観察、指導教員による授業参観、研 究授業等の取組みから、授業改善を日々行う態度を身に付け る。  ■授業づくりでは、指導教員や経験豊富な教職員に授業参観 指導を受けるなど、授業のスキルアップへの努力がうかがえ る。   ■子ども理解では、「個別の教育支援計画」 、 「個別の指導計 画」の作成を行うとともに、障がいの特性をより理解するため の研修を受け、子ども理解につなげている。   ■教務部では、時間割調整を担当の一人として行っている。   ■また、校外学習等の学校行事では、自ら運営・準備に関わろ うとする積極的な姿勢がうかがえた。  ■授業づくりでは、校外研修と校内研修で得た知見やアドバイ ス、授業アンケートの結果等を参考にして、子どもの学習環境を 整え、子ども主体の「わかる・できる授業」を追究している。   ■３回 め の研究授業では、子どもに分かる指示の出し方、学習 課題の提示の仕方に改善がみられ、子どもが楽しく学習に取り 組んでいるのが印象的であった。   ■教務部では、丁寧な入学相談業務を行った。また、業務にか かる事務的な作業も正確に遂行する様子が見受けられた。  

●今後の取組み  ●今後初任者に期待すること  

■授業づくりでは、広く関係図書に資料を求めたり、子どもの 実態に応じて手作り教材を作成したりするなど、教材研究を深 めることができるよう指導する。   ■子ども理解では、子どもの実態把握をより深く行うため、子ど もの行動観察や行動分析の方法を学ぶ。   ■教務部では、今後入学相談業務が予定されるため、円滑に 相談業務が行えるよう計画的に支援する。   ■また、日々の教育活動の中でわからないことや疑問に感じ ることを 先輩教員に 相談 できるような関係づくりを心がける。  ■子ども主体の授業づくりに取り組むに当たって工夫した点や 課題ついて整理し、他の教員と共通理解を図りながら、指導改 善につなげていってほしい。   ■目標に対する子どもの学習状況の評価を集積しながら、学習 活動の設定や指導・支援の工夫をするなど、指導と評価の一体 化を意識した授業づくりに努めてほしい。   ■実態把握を行う際は、課題だけに着目せず、得意なところや 強みであるところなど、子どものよさにも着目し、それを活かし た指導・支援の在り方について考えられるようになってほしい。  

